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こ
れ
ま
で
原
子
力
発
電
技
術
は
、
一
九
七
九
年
三
月
に
米
国
で
発

生
し
た
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
力
発
電
所
事
故
や
、
八
六
年
四
月
に

旧
ソ
連
邦
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
発
生
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電

所
事
故
を
経
験
し
、
政
治
や
経
済
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
世
界
の
電
力
供
給

に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
の
流
れ
の
中
で
世
界
各
国
を
見

れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
原
子
力
撤
退
政
策
を
と
る
国
も

あ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
原
子
力
推
進
政
策
を
と
る

国
も
あ
る
。
３
・
11
の
大
震
災
直
後
か
ら
続
く
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
後
の
世
界
各
国
の
反
応
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。

　

同
じ
原
子
力
技
術
に
対
し
、
ど
う
し
て
国
ご
と
に
政
策
や
国
民
の

理
解
が
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
国
の
歴
史
的
文
脈
を
背

負
っ
て
形
成
さ
れ
る
社
会
構
造
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
社
会
構
造
の
背
後
に
は
、
人
の
認
知
の
特
徴
に
基
づ
く
国
民
の

理
解
、
即
ち
世
論
が
あ
る
（
詳
し
く
は
、
拙
著
『
欧
州
原
子
力
と
国

民
理
解
の
深
層
』
を
参
照
）。

　

本
稿
で
は
、
原
子
力
大
国
と
し
て
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力

政
策
と
国
民
の
理
解
を
展
望
す
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン

ス
の
原
子
力
推
進
政
策
は
、
今
回
の
福
島
第
一
原
発
事
故
後
で
も
揺

ら
ぐ
気
配
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
変
化
す
る
要

因
も
実
は
あ
る
。
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
最
初
に
原
子
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欧
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原
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。

フ
ラ
ン
ス
　

原
子
力
大
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と

社
会
の
受
容

保
守
政
権
の
も
と
、
原
子
力
政
策
を
強
力
に
推
し
進
め
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
。

隣
国
と
の
対
応
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
か
。

そ
こ
に
迷
い
は
な
い
の
か
。
社
会
構
造
と
い
う
視
角
か
ら
、

歴
史
を
振
り
返
り
、い
ま
を
見
つ
め
る
。

〈
世
界
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
〉



41

3・11以降の「原子力」

力
推
進
政
策
が
堅
持
さ
れ
る
基
と
な
る
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
構
造
を
理

解
し
、
次
に
そ
の
社
会
構
造
が
最
近
ど
う
変
化
し
て
い
る
か
を
見
る

必
要
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
構
造
の
特
徴
と
原
子
力

　

一
九
五
八
年
一
〇
月
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
戦
争
を
契
機
に
保
守

系
右
翼
の
ド
ゴ
ー
ル
が
本
格
登
場
し
た
。
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
が
政
権

を
担
っ
た
一
九
六
〇
年
代
で
は
、
国
際
競
争
力
の
向
上
と
輸
出
の
拡

大
を
目
指
し
、
政
府
主
導
に
よ
る
大
企
業
同
士
の
集
中
合
併
や
政
府

の
大
規
模
投
資
に
よ
っ
て
一
業
種
一
企
業
の
超
大
企
業
の
育
成
を
目

指
す
産
業
政
策
が
推
進
さ
れ
た
。
原
子
力
の
保
護
育
成
も
そ
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
は
、
超
大
国
で
あ
る
米
ソ
に
続

く
第
三
の
大
国
を
目
指
す
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
、
軍
事
面
で
は
原
爆

の
自
主
開
発
に
よ
る
国
防
策
と
し
て
、
民
生
面
で
は
国
内
資
源
を
ほ

と
ん
ど
有
し
な
い
フ
ラ
ン
ス
の
準
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
重
要

で
あ
り
、
原
子
力
の
開
発
利
用
は
国
是
と
言
っ
て
よ
い
。
六
〇
年
に

は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
で
自
主
開
発
に
よ
る
原
爆
実
験
を
成
功
さ
せ
、
米

ソ
英
に
続
く
核
兵
器
保
有
国
に
な
っ
て
い
る
。

　

ド
ゴ
ー
ル
以
降
、
一
九
八
一
年
に
社
会
党
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
が

登
場
す
る
ま
で
の
間
、
大
統
領
選
挙
お
よ
び
総
選
挙
の
両
方
で
保
守

系
右
翼
陣
営
が
左
翼
に
勝
利
し
続
け
た
。
こ
の
間
、
七
三
年
の
第
一

次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
教
訓
か
ら
、
原
子
力
発
電
所
の
建
設
が
政
府

主
導
で
強
力
に
推
進
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
発
電
所
建
設
を
担
っ
た
の

は
、
政
府
資
本
の
電
力
公
社
で
あ
り
、
政
府
の
支
援
を
受
け
た
国
策

会
社
と
し
て
の
民
間
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。
七
九
年
三
月
に
米
国
で

発
生
し
た
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
事
故
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
型
の
原
子
力

発
電
所
で
の
事
故
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
の
原
子
力
発
電
所
の
着
工
数

は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
受
け
て
い
な
い
。

　

一
九
八
一
年
四
月
、
左
翼
社
会
党
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
右
翼
陣
営
に
勝

利
し
て
大
統
領
に
な
る
。
政
権
獲
得
前
の
社
会
党
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、

既
設
の
原
子
力
発
電
所
の
運
転
は
認
め
る
も
の
の
新
規
建
設
は
認
め

な
い
と
い
う
反
原
発
に
近
い
政
策
を
掲
げ
て
党
勢
拡
大
に
生
か
し
て

き
た
が
、
大
統
領
と
し
て
政
権
を
獲
得
す
る
と
現
実
路
線
に
転
じ
、

運
転
だ
け
で
は
な
く
新
規
建
設
ま
で
も
認
め
る
原
子
力
推
進
政
策
に

転
換
し
た
。
こ
の
政
策
転
換
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
反
原
発
運
動

は
内
部
で
の
路
線
論
争
に
よ
っ
て
混
乱
や
分
裂
状
態
に
陥
り
、
停
滞

し
て
い
っ
た
。八
五
年
に
は
、仏
領
ム
ル
ロ
ワ
環
礁
で
核
実
験
を
ミ
ッ

テ
ラ
ン
政
権
下
で
実
施
し
て
い
る
。

　

ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
時
代
、
原
子
力
発
電
所
の
建
設
は
継
続
さ

れ
た
が
、
着
工
数
は
年
々
減
少
し
た
。
こ
れ
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
で
長
期
化
す
る
経
済
不
況
に
よ
っ
て
最
初
に
思
っ
た
ほ
ど
電

力
需
要
が
伸
び
ず
、
次
第
に
電
力
需
要
よ
り
生
産
の
ほ
う
が
大
き
く
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な
り
、
将
来
の
電
力
需
要
予
測
の
下
方
修
正
が
繰
り
返
さ
れ
た
結
果

で
あ
る
。
一
九
九
一
年
を
最
後
に
そ
れ
以
降
の
新
規
建
設
発
注
は
し

ば
ら
く
の
間
な
く
な
っ
た
。そ
れ
で
も
電
力
生
産
が
需
要
を
上
回
り
、

余
っ
た
余
剰
電
力
は
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
周
辺
国
へ
の
電
力

輸
出
に
振
り
向
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

一
九
八
六
年
四
月
、
旧
ソ
連
邦
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

事
故
が
発
生
し
た
。
こ
の
大
事
故
は
、
短
時
間
の
出
力
暴
走
に
よ
る

核
燃
料
の
溶
融
放
散
と
減
速
材
の
黒
鉛
の
火
災
に
よ
っ
て
、
放
射
性

物
質
が
欧
州
各
地
に
拡
散
し
、
欧
州
諸
国
の
原
子
力
政
策
や
世
論
に

多
大
な
影
響
を
与
え
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力
推
進
政
策
は
揺
ら

が
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
反
原
発
団
体
は
存
在
し
た
が
、
ド
イ

ツ
と
は
異
な
り
、
大
き
な
勢
力
に
は
拡
大
し
な
か
っ
た
。

保
革
共
存
と
緑
の
党
の
イ
ン
パ
ク
ト

　

し
か
し
、
こ
の
大
事
故
か
ら
約
一
一
年
後
の
一
九
九
七
年
に
、
原

子
力
の
推
進
に
突
然
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
。
そ
れ
は
、
現
在
の
フ
ラ

ン
ス
社
会
の
構
造
を
特
徴
付
け
る
第
五
共
和
政
下
で
起
こ
る
べ
く
し

て
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
九
五
年
四
月
、大
統
領
選
挙
が
あ
り
、

保
守
系
の
シ
ラ
ク
が
、
社
会
党
・
中
道
左
派
の
ジ
ョ
ス
パ
ン
に
勝
利

し
た
。
し
か
し
、
九
七
年
六
月
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
は
、
逆
に
社

会
党
・
中
道
左
派
が
保
守
系
右
翼
に
勝
利
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
総

選
挙
の
結
果
を
踏
ま
え
て
連
立
協
議
が
行
わ
れ
、
社
会
党
・
共
産
党
・

緑
の
党
の
左
翼
連
立
政
権
が
成
立
し
た
。保
守
系
シ
ラ
ク
大
統
領
は
、

連
立
政
権
の
盟
主
で
あ
る
社
会
党
ジ
ョ
ス
パ
ン
を
首
相
に
任
命
し
、

内
政
を
委
ね
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
連
立
政
権
に
反
原
発
を
掲

げ
る
緑
の
党
が
参
画
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力
は

大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
緑
の
党
は
、
社
会
党
の
支
持
拡
大
戦
略
に
よ
る
選
挙
協
力
に

よ
り
、
一
九
九
七
年
の
総
選
挙
で
わ
ず
か
数
％
の
得
票
率
で
初
め
て

議
席
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
連
立
政
権
で
の
環
境
大
臣
の
ポ
ス
ト
ま
で

得
た
。ジ
ョ
ス
パ
ン
首
相
は
、緑
の
党
と
の
連
立
合
意
の
条
件
で
あ
っ

た
反
原
発
政
策
を
実
行
に
移
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
高
速
実
証

炉
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
廃
炉
で
あ
る
。
同
炉
は
、
そ
れ
ま
で

フ
ラ
ン
ス
が
国
力
を
か
け
て
開
発
し
て
き
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
技
術

の
要
と
な
る
、
実
用
化
一
歩
手
前
の
当
時
世
界
最
大
の
新
型
原
子
炉

で
あ
っ
た
。
緑
の
党
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
世
界
に
誇
る
数
少
な
い
先
端

技
術
の
一
つ
で
あ
り
、
原
子
力
推
進
政
策
の
象
徴
的
存
在
で
あ
っ
た

同
炉
の
廃
炉
を
条
件
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
社
会
党
ジ
ョ
ス
パ
ン
首
相
は
、
反
原
発
を
掲
げ
る
緑
の

党
と
の
約
束
を
守
っ
て
同
炉
の
廃
炉
を
実
行
に
移
し
た
が
、
原
子
力

推
進
政
策
自
体
は
変
え
な
か
っ
た
。
世
界
の
最
先
端
を
行
く
ス
ー

パ
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
炉
よ
り
は
古
く
て
小
さ
い
、
同
型
の
炉
フ
ェ
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ニ
ッ
ク
ス
を
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
の
要
と
し
て
運
転
継
続
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
同
様
に
、
電
力
供
給
の
八
〇
％
近
く
を
供
給
し
て
い
る

既
存
の
軽
水
炉
の
運
転
に
つ
い
て
も
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
。
こ
こ

に
、
左
右
の
政
治
勢
力
が
激
し
く
政
権
獲
得
競
争
す
る
フ
ラ
ン
ス
政

治
の
特
徴
と
と
も
に
、
積
極
推
進
か
慎
重
推
進
か
の
違
い
は
あ
っ
て

も
、
左
右
ど
ち
ら
が
政
権
を
獲
得
し
て
も
国
是
と
し
て
原
子
力
推
進
政

策
を
堅
持
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
し
た
た
か
な
戦
略
思
考
が
見
て
と
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
保
革
共
存
状
態
は
五
年
後
に
終
わ
る
。
二
〇
〇
二
年

五
月
、
大
統
領
選
挙
と
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
両
選
挙
と
も
保
守
系
シ

ラ
ク
大
統
領
が
左
翼
社
会
党
に
圧
勝
し
た
。
緑
の
党
は
議
席
を
減
ら

し
、
野
党
に
転
落
し
て
政
治
的
な
影
響
力
を
失
っ
た
。
こ
の
連
立
政

権
の
時
代
、
緑
の
党
は
反
原
発
政
策
の
実
績
を
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
の
廃
炉
と
し
て
象
徴
的
に
残
し
た
が
、
緑
の
党
が
果
た
し
た
役

割
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
次
に
述
べ
る
サ
イ
レ
ン
ト
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
国
民
世
論
へ
の
影
響
で
あ
る
。

原
子
力
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
共
存

　

フ
ラ
ン
ス
で
の
原
子
力
推
進
政
策
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
国
民

の
理
解
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。
原
子
力
に
対
す
る
こ
の
社
会
的
受
容

は
、
一
九
八
六
年
に
発
生
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
後
で
も

大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
前
述
し
た
連
立
政
権
が
成
立
し
た

九
七
年
で
の
世
論
調
査
で
も
、
原
子
力
肯
定
者
と
反
対
者
の
割
合

は
、
五
対
三
で
肯
定
が
多
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
二
〇
〇
一
年
末
に
行
わ
れ
た
世
論
調
査
の
結
果
で
は
、
初
め
て

否
定
的
な
意
見
が
肯
定
的
な
意
見
を
上
回
っ
て
、
賛
否
が
拮
抗
す
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
小
数
与
党
と
し
て
連
立
政
権
入
り
し
た
緑
の

党
の
功
績
と
言
っ
て
よ
い
。
わ
ず
か
数
％
の
得
票
率
で
は
あ
っ
て
も

反
原
発
政
策
を
掲
げ
る
緑
の
党
が
政
府
の
立
場
か
ら
国
民
に
否
定

的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
否
定
的
な
国
民
世
論
が

徐
々
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
国
民
理
解
を
支
え
て
い
る
他
の
要
因
に
は
、
地
域
情

報
委
員
会
を
通
し
た
施
設
周
辺
住
民
へ
の
情
報
公
開
や
、
国
の
原
子

力
安
全
規
制
へ
の
国
民
の
信
頼
が
あ
る（
詳
し
く
は
、拙
著
を
参
照
）。

　

二
〇
〇
二
年
五
月
、
保
守
系
シ
ラ
ク
大
統
領
は
大
統
領
選
挙
と
総

選
挙
の
両
選
挙
で
左
翼
に
勝
利
し
た
。
こ
れ
で
内
外
政
と
も
に
強
大

な
大
統
領
の
権
限
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
シ
ラ
ク
大
統
領

は
、原
子
力
政
策
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
五
年
後
の
〇
七
年
五
月
、

シ
ラ
ク
大
統
領
の
後
継
と
し
て
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
が
誕
生
し
た
。
同

六
月
の
総
選
挙
で
も
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
が
率
い
る
国
民
運
動
連
合
が

左
翼
社
会
党
に
地
滑
り
的
に
勝
利
し
、
現
在
ま
で
保
守
系
の
サ
ル
コ

ジ
政
権
が
続
い
て
い
る
。
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二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
構
造
と
原

子
力
の
関
係
で
、
そ
れ
ま
で
と
変
化
し
た
点
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
二

点
に
集
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
点
目
は
、
国
家
安
全
保
障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
面

か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
必
須
で
あ
っ
た
原
子
力
の
役
割
に
、
さ

ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
数
少
な
い
外
貨
獲
得
が
可
能
な
主
要

輸
出
産
業
の
一
つ
と
し
て
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
中
国
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ジ
ア
で
の
経
済
発
展
や
東

欧
諸
国
な
ど
で
の
経
済
進
展
に
対
応
し
た
電
力
需
要
の
高
ま
り
に
対

応
し
て
い
る
。

　

第
二
点
目
は
、
原
子
力
と
並
ん
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

が
重
視
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
六
月
、
フ
ラ
ン
ス
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
基
本
的
方
向
を
定
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
法

が
制
定
さ
れ
た
。
こ
こ
に
規
定
さ
れ
た
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
と
国
際
競
争
力
の
確
保
お
よ
び
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

原
子
力
の
優
位
性
を
明
確
化
し
た
こ
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
利
用
の
拡
大
を
謳
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

原
子
力
の
開
発
利
用
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
が

強
化
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
国
内
へ
の
電
力
輸
入
増
加
の
問

題
や
電
力
市
場
自
由
化
の
問
題
も
あ
る
。

負
担
に
敏
感
な
国
民
性

　

以
上
述
べ
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
構
造
と
原
子
力
の
関
係
に

関
す
る
理
解
の
モ
デ
ル
を
そ
の
変
化
を
踏
ま
え
て
外
挿
し
、
３
・
11

後
を
展
望
す
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
原

子
力
推
進
政
策
は
、
歴
史
的
文
脈
を
背
負
っ
て
形
成
さ
れ
た
社
会
構

造
を
基
に
、
今
後
と
も
し
っ
か
り
堅
持
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
変
化
の
要
因
も
そ
の
社
会
構
造
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
世
論
の
動
向
や
政
治
の
状
況

で
あ
る
。

　

３
・
11
後
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
い
く
つ
か
の
世
論
調
査
の

結
果
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
世
論
調
査
の
結
果
は
ば
ら
つ
い
て
い
る

が
、
例
え
ば
、
民
間
調
査
機
関
に
よ
る
調
査
結
果
を
報
道
し
た
四
月

一
五
日
付
ル
・
モ
ン
ド
紙
に
よ
る
と
、
五
七
％
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
原

子
力
発
電
か
ら
の
撤
退
が
望
ま
し
い
と
答
え
る
一
方
、
七
二
％
の
人

が
原
子
力
発
電
か
ら
の
撤
退
に
よ
っ
て
生
じ
る
電
気
料
金
の
値
上
げ

に
は
反
対
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
世
論
調
査
機
関
が
世
界
各
国
で

調
査
し
た
結
果
を
報
道
し
た
四
月
二
一
日
付
Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
の
報
道
に

よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
原
子
力
支
持
率
が
事
故
前
の
六
六
％
か
ら

事
故
後
は
五
八
％
に
後
退
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
で
着
目
す
べ
き
点
は
、
電
気
料
金
の
値
上
げ
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に
対
す
る
反
応
で
あ
る
。
別
の
世
論
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
一

般
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
日
常
で
の
最
も
大
き
な
関
心
事
は
、

自
分
た
ち
の
日
常
生
活
に
直
接
影
響
す
る
失
業
、
治
安
、
社
会
か

ら
の
脱
落
な
ど
で
あ
り
、
原
子
力
事
故
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
不
安

は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
電
気
料
金
は
日
常
生
活
に
直
接
影

響
す
る
こ
と
か
ら
、
国
民
は
そ
の
値
上
げ
に
敏
感
で
あ
る
。
そ
し

て
フ
ラ
ン
ス
が
原
子
力
発
電
の
恩
恵
に
よ
っ
て
欧
州
諸
国
の
中
で

最
も
電
気
料
金
の
安
い
国
々
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
こ
と
を
国
民

は
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
原
子
力
の
割
合
を
減
少
さ
せ
、

そ
の
代
わ
り
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
幅
に
増
や
す
べ
き
と

い
う
議
論
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
電
気
料
金
が
値
上
が
り

す
る
と
い
う
議
論
の
段
階
に
な
る
と
反
対
の
声
が
大
き
く
な
っ
た
。

今
後
も
福
島
第
一
事
故
の
影
響
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ

と
推
進
す
べ
き
と
い
う
議
論
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
も
の
と
予
想

さ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
電
気
料
金
に
上
乗
せ
し
て
で
も
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
べ
し
と
い
う
議
論
に
な
る
か
ど
う

か
、
今
後
が
注
目
さ
れ
る
。

　

一
方
、
政
治
の
状
況
を
見
る
と
、
３
・
11
直
後
の
三
月
二
〇
日
お

よ
び
二
七
日
に
実
施
さ
れ
た
地
方
選
挙
の
結
果
で
は
、
最
大
野
党
の

社
会
党
が
約
三
六
％
を
得
票
し
て
勝
利
し
、
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
の
与

党
・
国
民
運
動
連
合
は
約
一
九
％
で
惨
敗
し
た
。
国
政
選
挙
の
中
間

に
実
施
さ
れ
る
地
方
選
挙
の
結
果
は
、
次
の
国
政
選
挙
の
結
果
を
占

う
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ
る
。
二
〇
〇
二
年
五
月
の
大
統
領
選
挙

お
よ
び
総
選
挙
で
左
翼
連
立
政
権
に
圧
勝
し
た
保
守
系
シ
ラ
ク
大
統

領
以
来
、
一
〇
年
近
く
保
守
系
政
権
が
続
い
て
き
て
お
り
、
国
民
は

保
守
系
政
権
に
不
満
を
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
来
年

二
〇
一
二
年
の
大
統
領
選
挙
お
よ
び
総
選
挙
は
現
政
権
の
サ
ル
コ
ジ

大
統
領
に
は
厳
し
い
も
の
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
原
子
力
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
文

脈
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
積
極
推
進
か
慎
重
推
進
か
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
左
右
ど
ち
ら
の
陣
営
が
政
権
を
獲
得
し
て
も
現
実
的
な

原
子
力
推
進
政
策
を
と
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
し
て
、
一
昔
前
の
原

子
力
が
担
っ
た
国
家
安
全
保
障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
役
割
に

加
え
、
現
在
で
は
さ
ら
に
、
数
少
な
い
外
貨
獲
得
の
優
良
輸
出
産
業

に
育
っ
て
い
る
原
子
力
か
ら
完
全
撤
退
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

　

た
だ
し
、
一
九
九
七
年
の
左
翼
連
立
政
権
の
成
立
の
時
と
同
じ
よ

う
に
、
一
〇
年
近
く
野
党
に
甘
ん
じ
て
き
た
社
会
党
が
、
政
権
奪
取

の
た
め
に
幅
広
い
選
挙
協
力
を
展
開
し
、
少
数
政
党
の
反
原
発
政
策

を
掲
げ
る
現
在
の
欧
州
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
緑
の
党
を
連
立
政
権
に
取
り

入
れ
る
よ
う
な
状
況
が
出
現
す
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力
政
策
は

何
ら
か
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
来
年
二
〇
一
二
年
の
大
統

領
選
挙
お
よ
び
総
選
挙
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
。
■


